
RE-ENTRY DATA MESSAGE
「大気圏再突入データメッセージ（RDM）」

【概要】

本推奨規格は、宇宙機の大気圏再突入に関する情報の交換に使用するメッセージフォーマットを規定するものである。

【内容】

Re-entry Data Message (RDM) はASCIIテキストのファイルであり、本規格ではKeyword = Value Notation (KVN) 形式と、XML形式のフォーマット
を定めている。

RDMには、再突入までの残時間、再突入時刻、破片が地上に衝突する時刻（ウインドウの開始／終了時刻）、地球上の衝突位置（緯度・経度・高
度）、及び物体の物理的特性、等が含まれる。これらの情報は、宇宙機の所有者／運用者に再突入の予測情報を通知、または民間の関係機関に
地上の潜在的なリスクを警告するために使用することができる。

RDMは、Headerセクション、Metadataセクション、及びDataセクションから構成され、RDMファイルは1つの大気圏再突入イベントを対象としてデータ
を格納する。RDMの主なデータ項目を以下の表1に示す。

項目 概要 格納される主な内容

Header
ヘッダのセクションであり、フォーマットバージョン、
作成日時、作成機関、メッセージIDを格納する。

・フォーマットバージョン、作成日時、作成機関、メッセージID

Metadata
メタデータのセクションであり、再突入する物体の
情報（名称/種類/運用者/エポック情報など）や、
モデリング、RDM発行情報などを格納する。

・物体の名称、種類、運用者、国際衛星識別符号、再突入の制御可否
・軌道データの座標系、時系、中心天体
・再突入予測に用いた重力モデルや大気モデル
・前回のRDM発行ID、前回のRDM発行エポック、次回予定のRDM発行エポック

Data
データのセクションであり、大気圏再突入情報及
び地球への影響や軌道要素、物理的パラメータ
や軌道決定パラメータなどを格納する。

【大気圏再突入に関する情報】 再突入までの時間、再突入時の高度、再突入時刻（ノミナル値、ウィンドウ）
【地表面への衝突に関する情報】 突入物体の破片が地表面に到達する確率、物体が大気圏で燃え尽きる
確率、地球への衝突時刻（ノミナル値、ウィンドウ）、衝突位置（緯度・経度・高度）
【軌道要素】 軌道要素（状態ベクトル）のエポック、X軸、Y軸、Z軸の位置ベクトルと速度ベクトル
【物理パラメータ】 物体の質量、大気抵抗および太陽輻射圧の計算に使用した物体面積、質量、抵抗係数、
太陽輻射圧係数
【軌道決定パラメータ】 最終観測データの取得時刻、推奨される軌道決定期間、実際の軌道決定期間

表1 Re-entry Data Message：RDM（大気圏再突入データメッセージ）の主な格納項目及び内容

各国宇宙機関及びJAXAの動向

現在、CSpOC（連合宇宙運用センター）が発信しているTIP（Tracking and Impact Prediction）に代わりうる可能性がある。
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